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公
羊
家
の
交
艦
階
農
勢
い

小
　
島

瀦
　
馬

　
こ
》
に
公
実
家
ε
日
ふ
は
、
孔
子
を
租
零
す
る
儒
家
の
…
涙
で
あ
る
。
孔
子
は
『
春
秋
』
を
作
っ

て
自
分
の
意
見
を
之
れ
に
寓
し
た
ご
言
は
れ
て
る
る
が
、
後
世
そ
の
所
謂
意
見
ご
い
ふ
も
の
が
如

何
な
る
も
の
で
あ
る
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
就
い
て
、
人
々
凱
方
を
異
に
し
、
種
々
の
里
芋
が
毘
た
の
で

あ
る
。
里
中
で
も
公
羊
傳
、
穀
梁
傳
、
及
び
左
氏
傳
ご
い
ふ
三
つ
の
解
発
が
最
重
要
親
さ
れ
た
。
　
こ

、
で
公
羊
家
と
日
ふ
は
帥
ち
春
秋
左
柳
蘭
春
秋
穀
龍
華
を
奉
ず
る
學
涙
に
饗
し
て
、
春
秋
公
羊
傳

を
奉
ず
る
學
派
に
名
づ
け
π
名
四
で
あ
る
。
此
外
支
那
の
落
筆
で
は
今
文
家
古
文
家
の
優
別
を

言
ふ
。
元
來
今
文
ご
は
漢
代
に
於
い
て
其
當
時
行
は
れ
た
文
宇
部
ち
隷
書
の
こ
ご
を
謂
ひ
、
古
文

ご
は
之
れ
に
封
し
て
秦
以
前
に
行
は
れ
た
右
き
書
割
の
文
宇
を
謂
ふ
。
漢
代
に
は
此
爾
模
の
文

字
で
書
い
た
早
馬
ハ
が
有
っ
た
の
で
あ
る
が
．
然
る
に
今
文
で
書
い
た
黒
血
ハ
ご
碑
文
で
書
い
た
経
典

ざ
は
本
文
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
あ
り
．
又
た
今
文
古
文
の
一
方
に
の
み
傳
は
る
単
記
注
騨
あ

り
、
早
れ
を
治
む
る
者
の
間
に
自
ら
茅
野
の
相
蓬
を
生
じ
、
途
に
斯
か
る
學
派
の
甥
立
を
見
る
に
至



つ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
に
述
べ
た
る
春
秋
左
氏
傳
を
奉
ず
る
學
派
が
古
文
家
な
る
に
甥

し
、
公
羊
傳
を
奉
ず
る
學
派
は
今
文
家
に
暫
し
て
居
り
、
且
思
想
上
で
は
猫
り
公
羊
家
が
今
文
家
全

膿
を
代
表
す
る
が
如
き
槻
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
猶
公
離
家
の
學
は
他
の
今
文
家
の
學
ご
同
じ
く
前
漢
の
時
代
に
憶
え
た
が
、
後
漢
時
代
古
文
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

の
學
が
隆
盛
こ
な
る
ご
共
に
衰
へ
、
其
後
唐
宋
元
明
の
間
殆
ん
ざ
之
れ
を
顧
み
る
も
の
が
無
か
っ

た
．
清
朝
に
至
っ
て
は
初
め
ば
後
漢
時
代
の
古
文
家
の
學
を
復
興
し
、
所
謂
訓
話
考
謹
に
努
め
た

が
、
瀧
光
以
後
即
ち
今
よ
り
百
年
ば
か
り
以
前
よ
り
其
反
動
こ
し
て
義
理
を
主
こ
す
る
前
漢
今
文

家
の
學
が
復
興
さ
れ
、
從
っ
て
公
羊
家
の
學
も
｝
時
隆
盛
を
極
め
て
以
て
清
末
に
及
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
さ
れ
ば
公
羊
家
の
學
ε
い
へ
ば
大
盗
に
於
い
て
漢
代
ご
清
末
ご
の
二
期
を
以
て
鑑
く
さ

れ
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。

以
下
蓮
べ
ん
定
欲
す
る
所
拭
之
れ
た
部
分
的
に
観
れ
ば
予
が
既
に
陶
．
支
那
學
』
『
藝
文
』
『
継
濟
論
叢
』
等
に
獲
衷
ぜ
し
も
の
ミ
一
致
す
る
も
の
多
き
に
居
る

も
・
而
も
こ
・
で
に
そ
れ
等
な
綜
合
し
て
之
れ
存
丈
化
階
段
観
望
い
ふ
一
の
急
襲
理
論
聾
し
て
考
察
ぜ
ん
ぜ
す
ろ
所
に
從
來
の
二
二
定
の
相
蓮
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
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是
れ
よ
り
公
羊
家
の
歴
史
に
肥
す
る
一
見
解
、
師
ち
予
の
私
に
名
づ
け
て
文
化
階
段
説
ご
回
す

　
　
　
公
羊
家
の
丈
化
階
段
競
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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二
四

る
も
の
を
紹
介
せ
う
。
そ
れ
に
は
先
づ
漢
代
に
於
け
る
代
表
的
の
公
富
盛
者
の
著
述
で
め
る
董

仲
野
の
『
春
秋
事
解
』
何
休
の
『
春
秋
公
羊
解
話
』
に
よ
り
其
概
要
を
述
ぶ
る
こ
ご
》
す
る
。
此
等

の
學
者
に
よ
れ
ば
公
羊
、
學
に
は
次
の
三
つ
の
大
な
る
原
鋼
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
存
三
統
」
「
張
三
世
」

コ
異
外
内
」
こ
い
ふ
こ
ビ
で
あ
る
。

　
「
存
三
役
」
ご
い
ふ
は
如
何
な
る
こ
ご
で
あ
る
か
ご
い
ふ
に
、
＝
言
に
し
て
掩
へ
ば
易
姓
革
命
ご
い

ふ
こ
ε
は
歴
言
上
必
然
的
の
も
の
で
あ
る
こ
し
て
之
れ
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
『
春
秋
繁
露
』
三

代
改
制
質
文
篇
に
は
三
王
五
帝
九
皇
ご
い
ふ
こ
ご
を
言
ひ
、
新
に
王
者
の
趣
る
あ
ら
ば
、
其
王
者
に

最
近
き
二
王
朝
の
後
は
之
を
大
國
に
封
じ
て
爾
ほ
王
の
名
義
を
存
し
、
意
業
ご
共
に
三
王
ご
幕
す
。

そ
れ
よ
り
遡
り
て
前
五
代
の
王
朝
を
合
せ
て
五
帝
ご
蒋
し
、
更
に
そ
れ
よ
り
遡
り
て
前
九
代
の
王

朝
を
九
皇
ご
毒
す
。
五
帝
九
皇
ご
現
在
に
遠
ざ
か
る
に
從
ひ
算
出
は
奪
く
し
て
實
灌
は
無
く
な

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
易
姓
革
命
の
あ
る
毎
に
二
王
五
帝
九
皇
の
内
容
は
愛
動
し
、
一
代
づ
、
順

次
に
繰
上
げ
ら
る
、
の
で
あ
る
○
而
し
て
こ
れ
は
警
吏
二
巴
の
過
程
に
於
い
て
必
然
的
に
繰
返

さ
る
、
こ
ε
、
、
3
る
の
で
あ
る
。
公
羊
家
の
説
く
所
で
は
孔
子
が
『
春
秋
』
を
書
く
時
に
此
原
期

に
依
っ
て
自
ら
理
想
的
の
新
王
を
立
て
、
出
時
の
二
丁
を
ぱ
斥
け
て
前
代
の
般
の
後
ビ
共
に
二
王

の
後
こ
し
て
之
れ
を
存
せ
ん
こ
す
る
の
意
を
示
し
た
も
の
と
し
て
み
る
。
こ
の
説
は
丈
化
階
段



107

説
ε
直
接
の
斜
里
が
あ
る
わ
け
で
は
無
い
が
、
歴
史
螢
雪
の
過
程
に
黙
れ
て
み
る
貼
に
於
い
て
亦

た
幾
分
の
聯
絡
が
無
い
ε
も
言
へ
な
い
。
’

　
次
に
「
張
三
世
」
ご
い
ふ
こ
ご
は
文
化
蚕
展
の
渦
…
程
が
三
階
段
に
分
た
る
、
ご
い
ふ
こ
ざ
で
あ
る
。

こ
れ
も
『
春
秋
』
の
筆
法
か
ら
説
く
の
で
あ
っ
て
『
霧
秋
』
は
元
期
魯
の
十
二
公
二
百
四
十
こ
年
聞

の
出
家
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
時
代
を
孔
子
黒
身
を
標
準
ご
し
て
其
遠
近
に
よ
り
左
の

三
糊
に
大
別
す
る
。

　
　
所
傳
聞
之
世
（
高
麗
曾
憩
の
時
に
當
る
）
…
…
…
…
：
…
・
：
：
隠
母
野
閃
僖
五
公

　
　
所
聞
之
世
（
国
父
の
時
に
當
る
）
…
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
文
宣
成
甕
四
公

　
　
所
見
之
世
（
父
と
己
ご
の
時
に
當
る
Y
…
…
…
…
…
・
…
…
…
昭
定
哀
三
公

　
而
し
て
そ
の
所
説
聞
の
世
を
避
走
の
時
代
に
當
て
、
所
聞
の
世
を
繊
塵
の
時
代
に
當
て
、
所
見
の

世
を
太
李
の
時
代
に
當
て
る
の
で
あ
る
Q
固
よ
り
歴
史
上
の
事
實
よ
り
湖
れ
ば
春
秋
時
代
は
登

然
衰
働
の
時
代
で
め
つ
て
升
李
太
李
の
時
代
な
ご
は
實
際
有
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
然
し
公
羊
家

に
從
へ
ば
門
春
秋
』
に
見
え
た
る
歴
野
上
の
事
實
は
全
く
假
借
で
あ
る
。
唯
此
時
代
の
吏
實
を
假

り
て
歴
吏
ご
い
ふ
も
の
が
嚢
侃
よ
り
升
李
、
升
軍
よ
り
太
李
ε
、
階
段
を
追
う
て
登
臆
す
る
も
の
で

あ
る
ご
い
ふ
こ
ε
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
ご
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
嚢
外
内
」
ビ
い
ふ
こ
ご
で
あ

　
　
　
　
公
羊
家
の
丈
化
階
段
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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暫
學
研
究
　
第
入
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

る
が
、
こ
れ
は
外
心
ご
内
國
ご
の
白
油
の
墾
化
す
る
過
程
を
言
っ
た
も
の
で
、
前
の
「
張
三
世
」
ε
回
る

べ
か
ら
ざ
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
意
外
内
」
ご
は
「
内
鵠
其
國
一
郭
外
監
諮
夏
二
「
内
二
諸
夏
一
而
外
血
夷

秋
こ
「
夷
秋
上
至
二
於
欝
こ
ご
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
乱
れ
に
由
れ
ば
『
春
秋
』
で
は
外
國
に
堕
す
る
恩
想
が

前
の
三
世
に
癒
じ
て
異
る
こ
す
る
の
で
あ
る
。
師
ち
衰
観
の
時
代
に
は
先
づ
内
を
詳
に
す
る
乙

を
要
す
ご
言
ひ
、
自
暴
内
に
於
い
て
文
化
を
登
嘉
せ
し
む
る
こ
ε
に
斎
宮
で
な
け
れ
ば
な
ら
譲
。

故
に
此
時
代
に
は
面
心
を
内
に
し
諸
夏
を
外
に
す
ε
言
ひ
、
交
化
の
程
度
の
低
き
、
癖
直
は
勿
論
の

こ
ご
、
假
命
文
化
の
進
み
た
る
諸
國
ご
雄
、
融
融
以
外
の
國
を
ぱ
之
を
排
斥
す
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
升
卒
の
時
代
に
進
み
で
は
諸
夏
を
内
に
し
声
息
を
外
に
す
ご
言
ひ
、
交
化
の
低
き
立
秋
は
依
然

之
を
排
斥
す
る
も
．
文
化
の
進
み
元
る
諸
國
に
饗
し
て
は
最
早
霞
他
の
匪
別
を
設
け
な
い
の
で
あ

る
。
更
に
進
ん
で
太
李
の
時
代
に
入
ら
ば
富
商
の
文
化
も
大
に
…
進
み
、
文
化
國
ご
夷
秋
こ
の
匿
別

は
無
一
な
り
硝
天
下
遠
近
大
小
若
レ
一
」
ご
言
っ
て
世
界
は
す
べ
で
一
に
露
す
る
の
で
あ
る
。
公
羊
家

で
は
顧
た
之
を
大
一
統
こ
も
言
っ
て
み
る
。
即
ち
嚢
働
の
時
代
、
升
卒
の
時
代
は
國
家
主
義
（
程
度

の
差
は
あ
る
が
）
の
行
は
る
、
時
代
で
あ
っ
て
、
太
卒
の
時
代
は
世
界
主
義
の
行
は
る
、
時
代
で
あ

る
。
　
こ
、
に
寺
詣
の
時
代
に
於
い
て
何
故
に
自
益
ご
他
國
こ
の
匠
別
を
立
つ
る
か
ご
い
ふ
に
、
こ

れ
は
近
き
よ
り
始
め
て
次
第
に
遠
き
に
及
ぶ
の
が
物
の
順
序
で
あ
る
が
爲
め
で
あ
る
。
升
卒
の



時
代
に
中
國
ご
夷
秋
こ
の
涯
別
を
立
つ
る
は
文
化
の
程
度
の
稲
置
に
根
雪
を
有
し
、
夷
獣
の
爲
め

に
折
角
の
文
化
が
打
破
さ
る
、
こ
ご
を
虞
る
、
が
爲
め
で
あ
っ
て
、
全
く
人
種
的
偏
見
な
ざ
に
本

つ
く
も
の
に
非
ざ
る
こ
ε
は
臨
休
以
來
二
公
王
家
の
．
恒
に
説
く
燐
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
「
張
三

世
、
異
外
心
」
ビ
い
ふ
こ
ご
は
、
歴
史
と
い
ふ
も
の
は
文
化
の
程
度
に
応
じ
て
、
衰
働
の
時
代
升
李
の
時

代
及
び
太
羅
の
時
代
の
三
階
段
を
経
て
、
國
家
主
義
よ
）
世
界
主
義
に
登
質
す
る
も
の
で
あ
る
ビ

い
ふ
こ
ご
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
蓬
に
露
着
す
る
。
而
し
て
公
羊
家
は
之
を
希
望
ε

し
て
述
べ
た
の
で
は
な
く
、
之
を
必
然
ご
し
て
述
．
べ
て
る
る
。
軍
に
聖
人
の
理
想
ε
言
は
す
し
て

歴
史
滞
貸
の
原
理
ご
鴬
し
て
み
る
。
彼
等
は
『
春
秋
』
の
一
書
を
以
て
實
に
こ
の
歴
史
登
展
の
原

理
を
説
き
示
し
た
も
の
ε
す
る
の
で
あ
る
○

工09

　
然
ら
ば
此
等
三
世
の
文
化
の
程
度
は
果
し
て
如
何
の
相
違
が
あ
る
か
。
こ
れ
は
『
春
秋
』
の
そ

れ
一
、
の
記
事
に
よ
っ
て
想
像
す
る
の
外
は
な
い
が
、
公
篤
農
に
は
之
れ
に
就
い
て
何
等
纒
つ
た

説
明
・
を
下
し
て
み
な
い
。
然
る
に
『
禮
記
』
の
禮
運
篇
中
に
小
康
の
世
ご
大
同
の
世
ご
の
献
態
を

寓
し
出
し
た
所
が
あ
る
。
近
時
の
公
六
出
は
こ
の
小
康
の
世
を
升
雫
の
時
代
に
當
て
、
或
は
衰
概

の
時
代
ご
及
び
升
李
の
時
代
ε
に
當
て
、
大
同
の
世
を
太
李
の
時
代
に
着
て
、
み
る
。
予
は
薩
運

　
　
　
　
公
三
家
の
文
化
階
段
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
二
七
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二
入

の
小
康
大
同
が
公
羊
家
の
衰
飢
升
雫
太
李
ご
、
元
來
同
一
の
思
想
か
ら
職
た
も
の
こ
す
る
こ
ご
に

は
疑
を
挿
む
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
多
数
の
公
三
家
は
こ
の
爾
者
を
結
び
村
け
て
考
へ
て
居
り
、
少

く
ご
も
是
を
以
て
近
時
の
公
羊
家
の
思
想
ご
爲
す
に
は
妨
な
し
ご
思
は
る
、
が
故
に
、
こ
、
で
は

姑
く
、
聖
上
の
記
事
を
假
っ
て
、
公
勢
家
の
駈
謂
三
世
の
文
化
の
一
班
を
髪
馳
せ
し
め
て
置
か
う
。

　
先
づ
小
康
の
世
、
師
ち
公
羊
家
の
取
っ
て
以
て
升
不
の
世
に
當
て
若
し
く
は
平
織
ε
升
李
の
世

に
當
て
、
み
る
時
代
の
状
態
は
如
何
こ
い
ふ
に
、
此
時
代
の
特
徴
は
天
下
の
人
皆
利
己
心
を
以
て

活
動
す
る
ご
い
ふ
事
に
存
す
お
。
君
主
は
天
下
を
以
て
私
家
の
物
ざ
濁
し
、
子
孫
に
傳
へ
て
之
を

天
下
に
公
に
せ
す
。
　
四
海
の
民
も
各
共
親
を
親
し
み
、
其
子
を
愛
し
、
心
入
の
親
愛
入
の
子
に
及
ば

す
。
財
貨
を
藏
す
る
は
皆
自
己
を
利
せ
ん
が
早
め
で
あ
っ
て
、
恥
曝
を
敢
て
す
る
は
竜
華
己
を
充

た
さ
ん
が
警
め
で
あ
る
。
既
に
各
人
が
私
を
螢
み
己
を
利
す
る
こ
ε
を
の
み
計
る
以
上
は
蒙
奪

捲
∵
排
は
劉
底
免
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
　
さ
れ
ば
上
位
に
在
る
者
は
其
地
位
を
世
襲
す
る
の
剃
度
を

立
て
、
城
郭
溝
池
を
睡
り
て
以
て
自
ら
護
衛
す
る
必
要
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
か
、
る
時
代

に
於
い
て
最
重
要
な
る
は
禮
で
あ
る
、
此
禮
を
用
ひ
て
就
會
の
秩
序
を
維
持
す
る
の
で
め
る
○
師

ち
之
れ
を
以
て
震
臣
を
正
し
、
父
子
を
驚
く
し
、
兄
弟
を
睦
じ
く
し
、
夫
婦
を
和
せ
し
め
、
又
之
を
以
て

宮
室
衣
服
車
旗
飲
食
の
上
に
上
下
貴
賎
に
癒
じ
て
糊
度
を
立
」
て
、
耕
作
の
地
、
居
住
の
所
、
亦
た
階
級



1、ほ

に
よ
り
て
其
贔
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
又
此
時
代
に
於
て
は
爾
奪
善
行
は
る
、
が
故
に
勇
に

須
つ
灰
が
あ
り
、
互
に
相
欺
着
す
る
が
故
に
知
に
須
っ
所
が
あ
る
。
故
に
軍
事
や
罐
謀
の
必
要
が

め
り
勇
知
の
士
が
平
生
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
○
次
に
大
同
の
世
、
郎
ち
公
三
家
が
取
っ
て
以
て
太

畢
の
…
世
に
當
て
、
み
る
時
代
の
…
芸
態
は
如
何
ε
い
ふ
に
、
此
時
代
に
於
て
は
公
遊
が
重
ん
せ
ら
れ
、

私
心
こ
い
ふ
も
の
が
全
く
行
は
れ
な
い
の
で
あ
る
．
、
元
肥
天
下
は
天
下
の
共
有
の
器
で
あ
っ
て
、

一
人
一
家
の
私
有
し
得
る
所
で
な
い
。
さ
れ
ば
此
時
代
に
於
て
は
天
下
を
公
に
し
て
聖
徳
あ
る

者
に
委
ね
、
敢
て
一
個
人
の
子
孫
兄
弟
に
傳
，
ふ
る
こ
ご
を
せ
す
、
斯
く
て
徳
行
あ
り
滋
藝
あ
る
者
を

選
黒
し
て
要
職
に
任
じ
政
治
に
當
ら
し
め
る
。
而
し
て
単
信
人
民
の
一
般
に
講
習
す
る
所
は
誠

信
で
、
修
罰
す
る
所
は
和
睦
で
あ
る
。
固
よ
り
父
母
は
人
の
最
親
し
む
所
、
子
は
人
の
最
愛
す
る
所

で
あ
る
が
，
然
し
唯
だ
虹
ハ
親
を
親
し
み
共
子
を
愛
し
て
、
他
入
の
親
を
親
し
ま
す
他
人
の
子
を
愛
せ

ざ
れ
ば
赴
會
の
雫
和
は
到
底
望
ま
れ
な
い
。
そ
こ
で
此
、
時
代
に
在
う
て
は
人
々
其
親
を
親
じ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

以
て
入
の
親
に
及
ぼ
し
、
共
子
を
愛
し
て
以
て
入
の
子
に
及
ぼ
し
以
て
萬
民
同
勢
の
實
を
翠
ぐ
る

の
で
あ
る
。
既
に
私
親
等
愛
な
く
，
四
海
」
の
如
く
な
る
が
故
に
、
天
下
の
老
者
は
皆
選
書
を
得
て

其
魅
惑
を
絡
へ
、
壮
者
は
皆
游
民
ご
爲
ら
す
し
て
其
業
に
鰯
み
、
幼
者
は
皆
保
育
を
得
て
成
人
す
る

こ
ざ
を
得
、
繰
里
芋
濁
療
疾
の
者
も
野
焼
養
を
得
て
貧
苦
窮
乏
を
嘆
ず
る
も
の
は
無
い
，
而
し
て

　
　
　
　
公
羊
家
の
文
化
階
殺
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



llu）

　
　
　
　
暫
學
研
究
　
第
入
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

男
子
唱
餐
分
轄
あ
り
て
其
才
能
に
慮
じ
て
働
き
、
女
子
は
各
良
家
を
得
て
嫁
し
婚
期
を
失
す
る
者

こ
て
は
な
い
G
又
財
貨
の
如
き
も
公
産
あ
り
て
私
産
は
な
い
。
但
だ
入
若
し
験
鐘
せ
す
し
て
之

を
山
野
に
棄
梛
す
れ
ば
天
物
を
壊
敗
し
て
資
用
す
る
こ
ご
能
は
す
、
故
に
各
人
牧
め
て
之
を
保
管

す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
之
を
危
し
己
の
有
こ
な
す
の
で
は
な
い
。
若
し
乏
し
き
も
の
あ
ら
ば
蝋
ち

之
に
施
し
與
ふ
る
の
で
あ
る
。
叉
勤
勢
と
い
ふ
こ
ご
も
公
共
の
爲
め
に
し
て
自
己
の
爲
め
に
す

る
の
で
は
な
い
。
師
ち
人
が
勢
苦
を
樺
ら
す
筋
力
を
蝿
す
所
以
は
、
嘗
ら
カ
を
惜
み
産
業
を
務
め

す
し
て
、
専
ら
養
を
入
に
碑
ぐ
を
嫌
ふ
が
爲
め
で
あ
っ
て
、
全
く
臼
己
一
身
の
利
盆
の
爲
め
に
螢
爲

す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
て
此
の
如
く
天
下
一
心
、
親
の
如
く
子
の
如
く
に
和
睦
し
た
な
ら
ば
、
権

謀
術
数
な
ざ
、
い
ふ
こ
ε
は
施
す
に
所
が
無
い
の
で
あ
る
。
　
人
々
激
養
を
公
産
に
待
ち
、
乏
し
き

者
あ
ら
ば
転
ち
施
し
輿
ふ
る
が
如
く
な
ら
ぼ
盗
霜
飢
賊
は
い
か
に
し
て
も
逸
り
や
う
が
な
い
Q

さ
れ
ば
此
時
代
に
於
て
は
入
家
に
扉
を
黒
く
る
も
敢
て
桿
拒
す
る
願
あ
る
が
憾
め
で
な
く
、
專
ら

風
塵
を
防
ぐ
用
に
供
す
る
の
み
で
“
6
9
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
○

　
以
上
は
嚢
底
の
公
羊
家
の
思
想
及
び
後
世
か
ら
公
羊
説
に
結
び
付
け
π
漢
代
の
思
想
に
就
い

て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
爾
ほ
こ
、
に
清
末
の
公
羊
家
の
學
説
一
二
を
附
け
加
へ
て
置
き
た
い
。



　
清
末
の
公
羊
家
で
は
康
有
鴬
の
如
き
其
数
多
き
著
書
の
中
で
頻
り
に
大
同
の
読
を
高
調
し
て

み
る
が
、
就
中
『
大
同
書
』
は
彼
の
此
∵
万
面
の
思
想
を
窺
ふ
に
最
便
利
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
彼
は
今
日
の
如
く
多
数
の
墨
家
が
鋤
碧
し
て
居
る
歌
態
で
は
暴
挙
は
絶
ゆ
る
機
な
く
、
入

部
は
い
つ
ま
で
も
塗
炭
の
中
に
苦
し
ま
ざ
る
べ
か
ら
す
ご
し
、
民
を
安
ん
ず
る
に
は
兵
を
弧
め
ざ

れ
ば
不
可
、
兵
を
彊
む
る
に
は
国
家
を
去
ら
ざ
れ
ば
不
可
、
国
家
は
早
世
に
在
っ
て
已
む
を
得
す
し

て
自
ら
保
つ
の
術
、
畢
世
に
在
っ
て
は
最
雫
殺
大
害
の
遽
で
あ
る
こ
し
て
み
る
。
然
る
に
今
日
の

勢
一
朝
一
夕
に
國
家
を
破
壊
し
去
る
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
る
○
故
に
彼
は
先
づ
姻
家
の
聯
合
を

劃
し
、
こ
れ
を
以
て
大
同
に
進
む
の
階
梯
ご
凝
す
べ
し
ε
言
っ
て
み
る
。
而
し
て
彼
は
國
家
聯
合

の
一
ご
し
て
過
載
李
等
聯
盟
ビ
い
ふ
こ
ご
を
説
い
て
み
る
。
そ
れ
は
勢
力
相
等
し
き
強
國
が
訂

耀
し
て
兵
を
弧
め
、
諸
小
國
之
れ
に
從
ふ
を
謂
ふ
の
で
あ
る
、
更
に
進
ん
で
は
聯
盟
の
代
り
に
公

政
府
を
立
て
、
こ
れ
を
以
て
各
國
家
を
統
一
す
る
。
此
公
政
府
の
基
礎
漸
次
躍
固
ご
な
る
ご
共
に

各
國
家
の
色
彩
は
次
第
に
蒋
ら
ぎ
ゆ
き
て
、
途
に
は
総
べ
て
の
國
家
は
皆
無
く
な
り
、
唯
一
つ
の
世

界
ε
な
る
、
こ
れ
が
郎
ち
大
同
の
成
就
せ
る
太
李
の
時
代
な
）
ご
書
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
時

代
に
至
ら
ば
圃
よ
り
國
境
な
く
、
人
種
の
溺
も
な
く
、
貴
族
李
民
の
階
級
な
く
、
帝
王
も
な
く
大
統
鎮

も
な
ぐ
、
皇
儲
の
海
陸
皆
公
有
に
蹄
℃
、
人
民
は
皆
私
産
な
く
、
李
等
に
公
に
．
養
は
る
な
ご
・
〉
言
っ
て

　
　
　
　
公
羊
家
の
丈
化
階
段
観
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
三
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m　
み
る
。
斯
く
の
如
く
康
有
漏
の
大
同
の
説
は
一
の
理
想
を
蓮
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
歴
吏
駿
農
の

　
遇
程
を
説
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
然
し
彼
ご
て
も
公
羊
家
の
立
場
か
ら
必
然
的
に
太
李
の
時
代

　
の
要
心
す
る
こ
ご
を
信
せ
ざ
る
も
の
で
は
な
い
、
た
w
一
角
も
早
く
そ
こ
に
劉
達
せ
ん
こ
ご
を
希

　
望
す
る
が
爲
め
に
、
自
然
の
推
移
に
任
せ
す
、
人
爲
的
に
之
を
論
詰
す
る
手
段
を
講
究
し
た
に
過
ぎ

　
な
い
の
で
あ
ら
う
。

　
　
こ
＼
に
ま
た
康
有
爲
よ
り
は
先
輩
で
屡
李
と
い
ふ
學
者
が
あ
る
。
彼
の
今
日
ま
で
の
著
述
は

　
此
頃
『
六
鐸
館
叢
書
』
の
中
に
略
ぼ
纒
め
ら
れ
て
る
る
。
屡
李
は
勿
論
公
羊
家
で
あ
っ
て
、
も
こ
は

　
．
今
右
文
の
雇
別
を
や
か
ま
し
く
言
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
は
此
等
の
麗
刷
は
誤
っ
て
み
た
ε

　
干
し
、
総
べ
て
の
経
書
は
孔
子
が
其
認
む
る
所
の
文
化
の
歴
史
的
階
段
に
癒
じ
て
作
っ
て
贋
い
た

　
も
の
で
あ
っ
て
野
業
す
べ
き
も
の
で
な
い
ε
し
た
。
而
し
て
濁
り
『
春
秋
』
に
限
ら
す
『
爾
書
』
も

　
亦
た
全
く
藩
吏
三
盛
の
階
段
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
ビ
言
っ
て
み
る
。
論
れ
は
今
ま
で
公
羊
家

　
が
醐
．
春
秋
』
に
回
し
て
取
つ
だ
態
度
を
、
推
望
め
て
他
の
話
維
に
ま
で
及
ぼ
し
だ
も
の
で
あ
る
。
彼

　
に
從
へ
ば
歴
史
溶
溶
の
過
程
は
先
づ
四
つ
の
階
段
に
分
た
れ
る
、
名
づ
け
て
皇
帝
王
伯
ご
日
ふ
。

　
伯
ご
王
ε
は
小
康
の
世
即
ち
無
燈
圭
義
の
時
代
の
二
階
段
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
帝
ε
皇

　
ご
は
大
同
の
語
言
ち
世
界
主
義
の
時
代
の
二
階
段
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
歴
史
は



、

1工5

伯
の
時
代
よ
う
王
、
王
よ
り
帝
、
帝
よ
り
皇
の
時
代
へ
ご
進
む
の
で
あ
る
。
斯
く
て
王
伯
時
代
の
原

則
は
『
春
秋
』
に
見
え
、
そ
の
制
度
は
『
王
制
』
に
在
り
、
皇
帝
時
代
の
原
則
は
『
樹
書
』
に
見
え
、
其
制
度

は
『
周
禮
』
に
示
さ
れ
て
み
る
ビ
し
、
そ
し
て
『
春
秋
』
『
王
制
』
に
よ
っ
て
王
伯
の
學
を
爲
す
を
小
學

ご
名
づ
け
、
『
走
書
』
『
周
禮
』
に
よ
っ
て
皇
帝
の
學
を
尽
す
を
大
學
ご
名
づ
け
て
み
る
。
然
る
に
彼

に
よ
れ
ば
こ
の
小
學
大
學
こ
も
に
地
球
上
の
入
學
で
あ
る
。
こ
れ
に
樹
し
て
天
上
の
世
界
が
あ

り
、
之
を
畳
む
る
天
學
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。
天
學
は
至
極
精
微
の
も
の
で
到
底
言
語
丈
字
を
以

て
監
し
難
い
が
、
今
最
解
し
易
き
よ
り
説
明
す
れ
ば
、
『
中
庸
』
に
至
誠
至
聖
至
道
至
徳
ご
い
ふ
こ
ご

あ
り
、
潮
岬
道
徳
の
上
に
至
の
字
を
加
へ
て
あ
る
、
蓋
し
其
聖
徳
至
極
に
し
て
復
元
加
ふ
べ
き
も
の

な
き
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
此
至
の
字
が
郎
ち
天
界
の
標
目
で
め
る
。
時
ご
し
て
は
又
至
の
学
に

代
ふ
る
に
大
の
学
・
を
以
て
す
る
こ
ε
も
あ
る
。
然
る
に
物
営
ま
れ
ば
必
ず
糊
す
。
至
仁
無
レ
親
、
大

智
若
レ
愚
。
大
抵
仁
な
れ
ば
親
あ
る
も
の
な
る
が
、
仁
が
至
り
盤
く
れ
ば
則
ち
親
は
無
く
な
る
。
普

蓮
に
智
者
ご
い
へ
ば
賢
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
智
が
大
ご
な
れ
ば
却
っ
て
愚
の
如
く
な
る
。
大
徳

無
レ
爲
，
大
孝
不
レ
仁
の
如
き
亦
た
同
機
で
あ
る
。
　
心
墨
の
取
扱
ふ
世
界
は
此
の
如
き
世
界
で
あ
る
。

人
言
で
は
聖
入
を
以
て
止
境
ε
し
て
み
る
が
、
天
国
で
は
至
人
紳
人
を
以
て
そ
の
樹
象
ご
し
て
み

る
。
而
し
て
人
學
の
原
則
が
『
春
秋
』
『
購
書
』
『
禮
』
に
見
え
て
み
る
に
平
し
天
學
の
原
期
は
『
易
』
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『
詩
』
『
樂
』
に
於
い
て
見
は
れ
て
み
る
ビ
し
て
み
る
。
蓋
し
鶏
卵
は
卑
近
な
る
が
故
に
『
春
秋
』
『
術

書
』
『
禮
』
に
明
に
之
を
言
ふ
こ
ご
を
得
る
も
、
天
學
は
高
遠
な
る
が
故
に
『
易
』
『
詩
』
『
樂
』
に
よ
っ
て

之
を
歌
詠
卜
笠
に
託
す
る
の
外
、
言
ひ
表
は
し
方
が
な
い
ご
す
る
も
の
で
あ
る
Q
要
す
る
に
屡
李

の
説
で
は
歴
史
こ
い
ふ
も
の
は
薬
王
帝
皇
ご
書
家
主
義
か
ら
世
界
主
義
に
進
む
の
で
あ
る
が
、
世

界
主
義
に
至
っ
て
政
治
は
行
き
詰
る
。
　
そ
れ
以
上
は
こ
う
な
る
か
ビ
い
ふ
に
、
そ
こ
で
全
人
類
が

藝
術
に
遊
び
宗
敷
に
浸
る
夙
の
生
活
に
入
る
ビ
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
從
來
政
治
的
に
観
て
匿
別
し

た
公
吏
登
展
の
三
階
段
を
彼
は
四
階
段
に
分
ち
、
更
に
其
上
に
藝
猜
的
宗
心
的
の
色
彩
を
帯
び
π

る
一
階
段
を
加
へ
、
こ
れ
を
以
て
人
類
文
化
の
絡
局
ε
し
た
の
で
あ
る
。
尤
こ
れ
は
二
軍
が
こ
の

二
十
年
來
説
き
來
つ
た
斯
で
あ
る
が
、
彼
は
清
新
夏
に
其
上
に
人
類
退
化
の
説
を
加
へ
が
く
し
て

文
化
の
終
局
に
達
し
た
概
算
は
其
時
代
を
経
過
す
る
ご
共
に
更
に
退
化
す
る
も
の
で
あ
る
ピ
い

ふ
説
を
も
唱
へ
て
る
る
。

　
公
羊
家
で
は
歴
史
を
以
て
以
上
述
ぶ
る
如
き
幾
つ
か
の
丈
化
階
段
を
経
て
無
謀
す
る
も
の
ご

面
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
三
二
展
の
原
動
力
こ
な
る
も
の
は
果
し
て
何
で
あ
る
ざ
考
へ
た
か

ご
い
ふ
に
、
そ
れ
は
一
般
に
儒
家
の
唱
道
す
る
所
の
仁
こ
い
ふ
こ
ご
に
露
着
す
る
ε
思
ふ
○
　
董
仲
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野
の
『
奪
秋
繁
露
』
に
も
郵
る
庭
に
仁
の
説
を
高
調
し
て
み
る
。
巌
々
一
二
を
示
す
な
ら
ば
、
衡
序

篇
に
は
、
「
『
春
秋
』
の
滋
、
大
に
之
を
得
れ
ば
以
て
王
た
り
、
細
し
く
之
を
得
れ
ば
以
て
霧
た
り
、
霜
王
の

道
は
魚
塩
に
本
つ
く
、
仁
は
天
心
な
）
」
ご
言
ひ
、
叉
宋
の
嚢
公
が
其
道
に
由
っ
て
敗
れ
だ
る
を
賞
し
、

『
春
秋
』
で
は
之
を
貴
び
以
て
習
俗
を
憂
じ
王
化
を
成
さ
ん
ご
す
ご
言
っ
て
み
る
。
又
仁
義
法
篇

に
は
「
僖
公
の
蓮
き
を
櫨
む
所
『
春
秋
』
は
之
を
美
と
す
、
其
賢
き
を
他
む
を
美
こ
す
る
の
意
を
詳
に

す
れ
ば
天
地
の
間
然
る
後
其
仁
に
快
う
す
」
ご
言
ひ
、
又
「
王
者
は
愛
四
夷
に
及
び
、
霧
者
は
愛
諸
侯
に

及
び
、
安
者
は
愛
封
内
に
及
び
、
虚
者
は
愛
労
祖
に
及
び
、
亡
者
は
容
量
身
に
及
ぶ
、
故
に
日
ぷ
h
仁
者
は

人
を
愛
し
我
を
愛
す
る
に
在
ら
す
」
な
ざ
、
言
っ
て
み
る
。
要
す
る
に
仁
愛
の
博
く
し
て
普
き
を

以
て
『
悲
秋
』
の
滋
ご
爲
す
の
で
あ
る
。
樹
ほ
今
一
つ
近
代
の
公
方
家
の
中
よ
り
代
表
者
ご
し
て

諺
嗣
同
を
畢
げ
て
畳
か
う
。
　
彼
は
其
著
『
仁
學
』
に
於
い
て
仁
の
宇
島
を
い
ろ
一
ε
述
べ
て
み

る
の
で
あ
る
が
、
其
中
主
な
る
も
の
を
言
へ
ば
彼
は
先
づ
日
新
こ
い
ふ
こ
ε
を
言
ふ
。
自
【
然
現
象

に
し
て
も
天
地
新
な
ら
ざ
れ
ば
物
を
生
す
る
能
は
す
、
四
時
新
な
ら
ざ
れ
ば
寒
暑
互
に
更
る
こ
ご

能
は
す
、
人
類
魁
會
も
之
定
同
じ
く
活
動
が
な
く
な
れ
ば
生
計
は
絶
え
、
生
計
絶
ゆ
れ
ば
人
類
は
滅

亡
す
る
。
故
に
日
新
こ
い
ふ
こ
ご
は
人
生
の
公
理
で
あ
る
ご
言
一
っ
て
る
る
。
次
に
仁
の
冷
性
中

面
訴
が
最
力
説
し
た
も
の
は
通
ε
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
仁
は
其
自
然
の
擾
現
の
ま
》
に
任
せ
て

　
　
　
　
公
離
家
の
丈
化
階
段
凱
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置
け
ば
本
來
聾
す
る
の
で
あ
る
が
．
人
類
就
會
に
在
）
て
は
仁
の
作
用
を
肖
然
に
一
任
し
て
置
く

こ
ε
能
は
す
、
種
々
技
巧
を
弄
し
て
故
ら
に
之
を
垂
塞
し
て
み
る
。
此
塞
塞
を
取
去
っ
て
始
め
て

仁
の
作
用
全
き
を
得
る
ε
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
彼
は
蓮
の
四
義
ε
い
ふ
も
の
を
肇
げ
て
居

る
。
日
は
く
人
我
蓮
、
曰
は
く
男
女
内
外
池
、
曰
は
く
上
下
通
、
曰
は
く
中
外
蓮
ε
。
人
我
蓮
ビ
は
他

入
ε
自
分
こ
の
差
別
を
去
る
の
で
あ
る
。
男
女
内
外
蓮
ε
は
男
女
の
差
・
別
を
去
る
の
で
あ
る
。

上
下
通
ε
は
上
下
貴
賎
の
差
別
を
去
る
の
で
あ
る
。
中
外
通
ご
は
自
軍
ε
他
國
ε
の
差
励
を
去

る
の
で
あ
る
Q
此
四
通
が
實
現
さ
れ
た
時
は
師
ち
仁
が
最
よ
く
襲
揮
さ
れ
だ
時
ご
す
る
の
で
あ

る
G
此
等
の
説
に
由
っ
て
之
を
槻
れ
ば
公
羊
家
の
文
化
階
段
説
は
仁
を
以
て
其
登
展
の
原
動
カ

ビ
爲
し
て
み
る
こ
ビ
が
賂
ぼ
想
像
さ
る
、
の
で
あ
る
。
假
令
特
に
明
か
に
仁
を
説
か
ざ
る
公
羊

家
ε
躍
、
そ
れ
が
一
般
儒
家
ご
し
て
の
立
場
よ
り
黒
雲
説
の
根
祇
に
仁
を
豫
渡
し
て
み
る
も
の
で

あ
る
ご
す
る
こ
ビ
は
敢
て
不
當
の
推
し
定
で
も
あ
る
ま
い
ε
思
ふ
℃

．

　
さ
て
公
羊
家
は
以
上
の
思
想
を
以
て
す
べ
て
孔
子
に
託
し
て
み
る
。
勿
論
そ
れ
は
孔
子
の
思

想
を
だ
ん
一
に
敷
宿
し
て
行
つ
だ
も
の
に
は
相
違
あ
る
ま
い
が
、
然
し
斯
く
し
て
出
鉱
た
も
の

が
孔
子
自
身
の
思
想
ご
は
自
ら
別
種
の
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
今
更
愚
説
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。



　
な
ほ
支
那
人
の
歴
吏
の
四
方
は
、
例
の
所
謂
術
吉
癖
な
る
も
の
に
囚
は
れ
て
、
上
古
を
以
て
羨
む

べ
き
黄
金
時
代
芝
下
し
、
現
在
に
近
づ
く
に
從
ひ
次
第
に
衰
頽
し
堕
落
し
た
も
の
ビ
槻
る
の
が
普

蓮
で
あ
る
。
想
ふ
に
支
那
古
代
の
聖
賢
が
其
理
想
魅
會
を
描
く
に
當
っ
て
、
之
を
墨
家
に
描
か
す

し
て
過
去
に
描
い
た
の
は
、
帰
際
的
な
る
支
那
入
に
渇
し
て
は
漠
然
た
る
理
想
を
未
家
に
指
示
す

る
よ
り
も
、
群
れ
は
銑
に
過
去
に
於
い
て
實
現
せ
ら
れ
た
る
所
、
挙
れ
が
再
現
に
営
む
べ
し
ご
い
ふ

方
、
人
心
に
入
り
易
き
が
爲
め
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
　
從
っ
て
作
者
自
身
の
意
は
決
し
て
過
去
を

奪
重
す
る
に
非
す
、
過
去
の
事
實
を
贈
り
て
將
來
に
理
想
証
會
を
現
寓
せ
し
め
ん
ε
、
す
る
に
在
る

も
、
そ
れ
が
誤
っ
て
躍
・
に
過
去
を
奪
聾
す
る
の
思
想
を
醸
成
し
、
現
在
及
び
將
來
に
向
っ
て
絶
望
の

念
を
抱
く
に
至
っ
た
が
爲
め
に
か
～
る
歴
史
の
槻
方
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

公
羊
家
の
歴
史
の
槻
“
方
は
興
れ
に
異
）
、
魁
會
は
過
去
よ
）
も
將
來
に
向
っ
て
次
第
に
丈
化
の
進

む
も
の
な
る
を
説
く
黙
に
於
い
て
、
支
那
一
般
思
想
の
型
を
破
り
、
解
り
異
釆
を
放
っ
て
る
る
槻
が

あ
る
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。
（
完
）
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